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　ごあいさつ

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ 電力･燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

３ 廃棄物の3R（減量、再利用、再生利用）の推進

４ 水資源の節約

５ 地域･ひと･安全　

６ この環境経営方針をひろく周知します。

改定日： 2021年7月8日

代表取締役社長 稲葉　健司

環 境 経 営 方 針

　　カトウ酸素株式会社は、海・山の幸に恵まれたここ和歌山の地にあり、主に高圧ガ
スを地域企業に供給しています。
　その企業活動が地域社会の自然環境および地球環境に与える影響を考慮し、組織的に
かつひとりひとりが自主的・積極的に、以下の項目を継続的に取り組んでまいります。

　　　お客様に信頼と安心を

　昭和2年の創業以来、高圧ガスの販売を主体に溶接材料及び関連機器の販売に注力してまいりました。当社は
商品を提供するだけではなく、時代の新しい動向に対応した技術・情報等もお客様と共有し、互いに成長するこ
とを社命として考えております。
　私たちは高圧ガスを取り扱う企業として、より安全にご利用いただくための社員教育等にも力を入れていま
す。長年にわたって培ってきた技術やノウハウを活用し、社会に貢献できる企業を目指してまいります。
　皆様におかれましても、より一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

制定日： 2007年8月7日
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□組織の概要 更新日：

（1）　名称及び代表者
社　名   　　： カトウ酸素株式会社
代表者名 ： 稲葉健司

本社
 〒640-8462 　和歌山県和歌山市粟192番地

紀北営業所
 〒648-0007 　和歌山県橋本市紀ノ光台１丁目１－３９

中紀営業所
 〒644-0005　 和歌山県御坊市名屋町３丁目４－１

事業内容
活動　：　高圧ガス及び溶接材料の販売

事業の規模

※2021年3月31日現在

事業年度
 2021年4月1日～2022年3月31日

登録組織名  ： カトウ酸素株式会社

対   象  ：  本社 ､紀北営業所､ 中紀営業所

活   動  ：  高圧ガス及び溶接材料の販売

製品紹介

1,561
1,980

14従業員  (名）

延べ床面積  (m2)
主要ガス出荷量  (m3）

24
全体

405

2022年4月7日

本社2021年度

7
4

中紀営業所

342
243
6

紀北営業所

1,032
1,730
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作成者： 加藤　隆也
更新日：

環境経営システム組織図
認証・登録の適用範囲
住所
本社：和歌山市粟１９2
紀北営業所
　　橋本市紀ノ光台1丁目－３９
中紀営業所
　　御坊市名屋町３丁目4-1
活動：高圧ガス及び溶接材料の販売

環境経営システム　役割・責任・権限表

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任。
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者

・環境管理責任者を任命。
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認。
・代表者による全体の評価と見直しを実施。
・環境活動レポートの承認。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。、
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認。
・環境目標・環境活動計画書を確認。
・環境活動の取組結果を代表者へ報告・
・環境活動レポートの確認。
・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

EA21 推進委員会 ・環境目標、環境活動計画書原案の作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ＳＤＧｓの計画及び実施状況の確認評価

・自部門における環境方針の周知。
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

部門長 ・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　テスト、訓練を実施、、記録の作成。
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

　を準備。

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェック
の実施。

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

役割・責任・権限

業務課 本社営業 中紀営業所紀北営業所

代表者

環境管理責任者

EA21
推進委員会

2020年7月14日

―5―



□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 2020年度　関西電力の調整後係数　

□環境経営目標及びその実績

上記二酸化炭素排出量合計 〇

一般廃棄物の削減

・環境経営計画の取組結果とその評価欄に記載

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

・不要照明の消灯
・南向き室外機に日よけをつける
・不快指数に注目し冷房する

取組紹介欄 次年度の取組内容

2022年

2022年 2,020

3月2月1月12月11月

97%

163
〇

2,996
2,9782,978

1,569 1,814 2,792

2023年

102%

（目標）
　　　　　　　　  　　　　　　年　度
     項　目

kg-CO2電力による二酸化炭
素削減

（基準年)

廃プラの再資源化量
向上

160

基準年度比 99%

123,086

99% 39% 98%

基準年度比

97%

77

121,843

97%

93

97%

76

9,047

（目標） （実績）
評
価

2022年

8,956

2,132 565 2,132

132,211 130,619

31

121,307

9,282

✕

基準年度比

基準年度比

水道水の削減

2,586

5月

m3

124,330

98%

達成状況

×

○

　エアコンの室外機に影をつくり　効率を
上げる。
　エアコン周辺の掃除により風通しを確
保する

取組結果とその評価

10月9月

103%

90

98%

76

99%

9,139

73 161

98%99% 44%

〇

〇

130,875

2,175

133,546

98%

92

102%

98%98%

✕

〇

2022年

91 330

162,962

2,265

2,175

90

165

895

90

73

2,265

2022年

水使用量

2,175

kg-CO2

基準年度比

基準値

78

2022年

kg

項　目

　産業廃棄物排出量 330

　一般廃棄物排出量 565

kg-CO2

0

2020年 2021年 2022年

ガスによる二酸化炭
素削減

単位

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

133,638 130,619

0.35

1,748 1,8341,822

自動車燃料による二
酸化炭素削減

kg-CO2

101% 367%

○

2,775
2,142 2,600

2,110

2,1861,577 1,419

6月 7月

2022年

2022年

129,540

120,600

kg

kg

基準年度比

地域・ひと・安全への
取組

数値目標
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

1,369 1,904 2,6111,750
4月

kg

kg

m
3

8月
2,439

未達成。コロナによる社内業務の増加と酷暑のために電気使用
量が増えたため。○

26%

2022年

○

165

2,818

8,864

2024年

（目標）

97%

2,020

0

1,000

2,000

3,000

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2022年 2022年
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ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2022年 3
2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2022年

2022年

取組紹介欄 次年度の取組内容

2022年

2022年

○

達成状況

9月

6月 7月4月

4月

1

6月

524 596

・エリア別営業活動の見直し

532442

3,4723,144

6月 7月5月

3,258

4月
2,772 3,580

○
○

3

8月

8月
3,545
3,471

○

660

〇
○

○

4,0983,448 3,760

燃費管理を継続して行ないます

1月 2月 3月
3,0653,510

3,190
3,437
3,192 2,863 3,137

3,408 3,7663,272
10月 11月
3,515

12月

494 553496525
588693 540 530 505

3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

3 2

9月

目標達成。湯沸かしすぎに注意する。冬場の使用がほかの季節
に比べて多い。

2 3 3 2

次年度も継続します

2 3
10月 12月 1月 2月 3月11月

3
1

604

・アイドリングストップ

2

・効率的なルートで配送

1

537

4

5月 7月

数値目標

5月

達成状況

628

8月

653 652
569 510 689

取組結果とその評価

2 20 0 1

3,431

3

770646

数値目標
・湯沸かしの使用節約

3,607

0
2

3,448

燃費管理を継続して行ないます

目標達成。効率の良い配送計画を都度見直して実施できた。燃
費管理の実施が燃料の節約につながっている。

取組結果とその評価

0

2

4

6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ガス（m3） 2022年 2022年

0

500

1,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2022年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2022年 2022年

―7―



一般廃棄物の削減
数値目標

取組紹介欄 次年度の取組内容

2022年

2022年

廃プラの再資源化量向上

取組紹介欄 次年度の取組内容

2022年

2022年

達成状況

取組結果とその評価

5月 6月 7月

50 45
70

40

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

○

166

○
○
○

達成状況

○

239244 239
4545 50 60

134
45

目標未達成。雑紙（ざつがみ）に注目し別途回収ボックスを用意
し、再資源化ルートにのせる。同時にペーパーレス化を大いに進
める。

取組結果とその評価

ペーパーレスを継続していきます

1月 2月 3月
239

45

0

○

4月

60 30

・発生時点で削減できないか考えます

5月

次年度は、これまで自社で行っていた車
両のオイル交換を中止し、外注にするこ
とで使用済みオイルの排出量をゼロに
する。

・産廃に関する学習をします

104

8月

0
0 20 0

6月 7月
50

○
・発生源を把握します

9月 10月 11月 12月

4月 8月

40

○

1月

目標未達成。産業廃棄物は使用済みオイル、プラスチックごみの
みで、一定量をためて引き渡している。業務量の増大に連動して
増加してしまうので削減は難しい。

156

100
0 260 0100

0
0

9月 10月 11月 12月

0 60
2月 3月

0 1200 0 0 20

40

数値目標

168 151

・分別の徹底

・帳票見直しによる印刷物の削減

60
216

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2022年 2022年

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

廃プラ再生量（kg） 2022年 2022年
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水道水の削減

数値目標

取組紹介欄 次年度の取組内容

2022年

2022年

△

○

○

△

・漏水の定期的な点検の実施

・地域清掃

5

10月

5

・SDGｓの取組

取組不鮮明と言うこれまでの反省の上にたち、来期より記載した
行動目標について評価見直しを行なう。SDGsについて勉強して
いく。

地域・ひと・安全への取組と活動 達成状況 取組結果とその評価
・EA２１活動の活性化
・ガスボンベの管理

5月
14 9 10 37 377

8月 9月

9

7月6月
12 6

1月11月

6
7

4月

・雨水の有効活用

・節水弁取り付け

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

×

○
○

976
7 813

2月

次年度は、まとめ洗いなどで、洗濯回数
を少なくする。洗車も回数を少なくしてい
く。

○

○

達成状況

5 66

取組結果とその評価

目標未達成。コロナ対策のために手洗い回数の増加、洗車台数
の増加に起因する。

12月 3月

6 7

0

10

20

30

40

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水（m3） 2022年 2022年
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各事業所の取組紹介
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
適用
され

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要望等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：□通報訓練　□消火訓練　□避難訓練 ☑講習会参加

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

講習会につき写真撮影不可。

緊急事態対応の試行・訓練

令和4年10月24日（月）13:30～16:30 和歌山県自治会館
：営業社員

今回はコロナ禍での密集を避けるために、消防訓練は中止し、営業社員が参加した高圧ガス保管教育を
受講した。

高圧ガスの動向とスマート保安の推進と安全・防災について認識することができた。

本年度は苦情等はなかった。

収集業との契約、マニフェスト管理、マニフェスト交付状況報告書
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法

浄化槽法
オフロード法

貯蔵基準、移動基準、消費事業者へ安全の呼びかけ、従業員の保安教育定期実施

消防法(一部ガスの届出)

フロン排出抑制法

浄化槽の11条検査、保守点検、清掃
対象化学物質の管理（出在庫、施錠、当局への報告）

業務用空調機の簡易点検
火災予防のための消防活動阻害物質（取扱･貯蔵）の届出、消火器の設置
基準適合標識表示、フォークリフトの特定自主検査

毒劇法
高圧ガス保安法
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実施日：

https://kato-o2.co.jp/pdf/csr/SDGs-Report.pdf

これまでの環境活動の紹介

2023年4月11日
【前回の指示への取組結果】 

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針（変更あり）

・ガス事故等を防ぐため　社会的要請である容器管理
等が厳しくなっている

　これまでの内容を一部整理し、「社会・ひと・安全への
取組」を新たに設ける。

◇環境目標・活動計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画（変更あり）

・CO2排出量（電気、燃料他）：達成、
・一般廃棄物：未達、産業廃棄物：未達
・水使用量：達成
・社会･ひと･安全：取組不十分

・燃費管理数値を公表する
・環境目標からグリーン商品の購入は外す

◇実施体制 ◇実施体制（変更あり）

・SDGｓ推進体制の強化 ・ＥＡ21・ＳＤＧｓ推進委員会の設置

◇その他 ◇その他

・環境関連法規：順守
・全ボンベをノンアスベスト型に更新した

 　地域高圧ガス保安協議会の活動に合わせて、事故防
止の教育訓練を実施する。

【今回の評価結果と今後の経営視点】
・容器のデーター管理により差別化を目指す。
・財務指標と非財務指標を総合的にとらえていく。

代表者による全体の評価と見直し・指示
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